
様式第1号(第2条関係)(用紙 規格Ａ4縦型)

工場若しくは事業場の新設又は施設の増設に係る協議書

年 月 日

静岡県知事 氏 名

（ 市長 氏 名 ）

住 所

届出者

氏 名

静岡県生活環境の保全等に関する条例第10条第1項(第2項)の規定により、次のとおり

協議します。

備考 ※印の欄には、記載しないこと。

工場又は事業場の名称

工場又は事業場の所在地

事 業 計 画 別紙1のとおり。

環 境 へ の 配 慮 事 項

公 害 等 の 抑 制 別紙2のとおり。

指定化学物質の適正な管理 別紙3のとおり。

廃 棄 物 の 発 生 の 抑 制

及 び 適 正 な 処 理
別紙4のとおり。

環境マネジメントシステム

等 の 導 入
別紙5のとおり。

※整理番

号
※ 受 理 年 月 日 年 月 日

様

法人にあっては、その主たる事
務所の所在地

法人にあっては、その名称及び
代表者の氏名



別紙1(用紙 規格Ａ4縦型)

事 業 計 画

備考 総排出ガス量については、温度が零度であって圧力が１気圧の状態における量に

換算したものとする。

新

増

設

計

画

の

概

要

区 分 変 更 前 変 更 後

生産品 目及び生産量

大

気

関

係

ば い 煙 発 生 施 設

の 種 類 及 び 数 量

総 排 出 ガ ス 量

(m3／時)

排出量が増加する

ばい煙の種類及び量

水

質

関

係

特 定 施 設 の

種 類 及 び 数 量

総 排 水 量

(m3／日)

使用する有害物質

排出量が増加する

物質等の種類及び量

工 事 開 始 予 定 年 月 日 年 月 日

工 事 完 成 予 定 年 月 日 年 月 日

使 用 開 始 予 定 年 月 日 年 月 日



別紙2(用紙 規格Ａ4縦型)

公 害 等 の 抑 制

備考

1 配慮した内容がない場合は、該当欄に「なし」と記入すること。

2 記入しきれない場合は、別紙により提出すること。

3 参考資料がある場合は、添付すること。

項 目 環 境 配 慮 の 概 要

大 気 汚 染 の 防 止

水 質 汚 濁 の 防 止

騒 音 及 び 振 動 の 防 止

悪 臭 の 防 止

土 壌 汚 染 の 防 止

地 下 水 の 保 全

温室効果ガスの排出抑制

低 公 害 車 の 導 入 等

そ の 他



別紙3(用紙 規格Ａ4縦型)

指定化学物質の適正な管理

備考

1 配慮した内容がない場合は、該当欄に「なし」と記入すること。

2 記入しきれない場合は、別紙により提出すること。

3 参考資料がある場合は、添付すること。

項 目 環 境 配 慮 の 概 要

受入れ、保管及び使用の量

及 び 方 法 の 把 握

危険性及び有害性の把握

排出及び廃棄の量及び方法

の 把 握

指定化学物質を含む廃棄物

の 適 正 処 理

自己監視及び自主測定

そ の 他



別紙4(用紙 規格Ａ4縦型)

廃棄物の発生の抑制及び適正な処理

備考

1 配慮した内容がない場合には、該当欄に「なし」と記入すること。

2 記入しきれない場合は、別紙により提出すること。

3 参考資料がある場合は、添付すること。

項 目 環 境 配 慮 の 概 要

長期使用、再利用又は

再 生 利 用

減量化又は再資源化

適 正 な 処 理 に よ る

公 害 の 防 止

そ の 他



別紙5(用紙 規格Ａ4縦型)

環境マネジメントシステム等の導入

備考

1 配慮した内容がない場合は、該当欄に「なし」と記入すること。

2 記入しきれない場合は、別紙により提出すること。

3 参考資料がある場合は、添付すること。

項 目 環 境 配 慮 の 概 要

環 境 の 保 全 の た め の

方針・目標・計画の作成

環境の保全のための役割、

責任及び権限の体制の明確化

(組織図)

環 境 に 係 る 情 報 の 把 握

事故等への対応手順書の作成

事故防止のための訓練の実施

環境の保全の取組状況等

の 定 期 的 な 点 検 の 実 施

そ の 他



参考事項

業 種 （ 分 類 項 目 名 ）

都市計画に基づく用途地域

敷 地 面 積

建 屋 面 積

従 業 員

資 本 金

担 当 部 課 係

担 当 者

電 話 番 号

公害防止管理者（資格）

操 業 時 間

１ 工場又は事業場の新設（増設）の理由及び概要

当社は、○○を製造している会社で、今回、○○の製造に利用しているディーゼ

ル機関３基のうち、１基を環境への負荷の少ないガスタービン１基に変更する。こ

れに伴い、総排出ガス量が増加する。なお、変更予定のディーゼル機関１基は非常

用機関として、通常での使用を停止する。

２ ばい煙発生施設の名称及び数量

ディーゼル機関 ３基 → ディーゼル機関 ２基、ガスタービン１基

３ 総排ガス量（湿りガス量最大）

変更前 変更後 （増減）

全体 139,038Nm3 151,374Nm3 （12,336Nm3増）
ガスタービン（１基） 20,000Nm3 （20,000Nm3増）

４ 添付資料

・ 排出量増減チェック表（ばい煙施設）

・ ばい煙施設の一覧表（変更前、変更後）

・ 新増設するばい煙施設のカタログ（能力、排出量のわかるもの）

・ 位置図、施設配置図、現況写真

・ 企業概要パンフレット



参考事項

業 種 （ 分 類 項 目 名 ）

都市計画に基づく用途地域

敷 地 面 積

建 屋 面 積

従 業 員

資 本 金

担 当 部 課 係

担 当 者

電 話 番 号

公害防止管理者（資格）

操 業 時 間

１ 工場又は事業場を新設（増設）する理由

２ 特定施設の名称及び基数

３ 総排水量（日平均量）

変更前 変更後 （増減）

４ 有害物質の種類と排出量

変更前 変更後 （増減）

５ 生活環境項目の種類と排出量

変更前 変更後 （増減）

添付資料

・ ISO14001など環境マネジメントシステムの登録証(写)
・ 排出量増減チェック表（特定施設）

・ 特定施設の一覧表又は排水系統図（変更前、変更後）

・ 新増設する特定施設のカタログ（能力、排出量のわかるもの）

・ 位置図、施設配置図、現況写真

・ 企業概要パンフレット


